
従来まで分散管理された情報を重ね合わせて同一地図上で管理します。

関係者間でシステムを利用することにより情報の共有化が可能です。

情報をデータベース化することで資料検索の時間を大幅に削減します。

資料の電子化で劣化や紛失を防止し保管スペースも大幅に削減します。

GISで敷地内情報可視化
敷地内の様々な情報をGIS（地理情報システム）を用いて地図上から見える化！

すぐに確認したい資料はないですか01 -資料/情報管理の向上-

位置情報 写真/動画 文字情報 資料/図面 解析データ

 建物設備（空調機器/什器）
 各種法令（石災法/騒音規制法）
 埋設管情報
 電力ケーブル
 維持管理情報

 敷地境界
 地質調査
 建築申請など

▼GIS導入実績

 公共施設管理
 工事情報管理
 各種台帳管理
 排水経路管理
 不動産情報管理
 バイオマス資源管理など

TEL：0836-44-1451(直通)
E-Mail：gis-uic@ube-ic.co.jp
💻💻：http://www.ube-ic.co.jp

住所：山口県宇部市大字東須恵3897番地の2
担当：測量部 西/小川/草平

お問い合わせ

情報の表示や検索はお客様のニーズにあわせて構築いたします。

▼GIS構築イメージ

▼GIS機能例

オリジナル
GISを作成
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A部署

C部署

B部署

各担当者へ問い合わせないとわからない02 -資料管理コストの削減-

紙で管理された図面が経年劣化している03 -電子化による資料の半永久保存-
工場内の映像を遠く離れた場所から確認04 -情報の共有化-


	スライド番号 1

